
重
田　

益
美
議
員　

平
成
17
年
４

月
に
個
人
情
報
保
護
法
が
全
面
施

行
さ
れ
、
個
人
情
報
の
慎
重
な
取

扱
い
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

し
か
し
近
年
、
住
民
基
本
台
帳

を
閲
覧
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

等
に
よ
る
勧
誘
、
更
に
は
犯
罪
に

利
用
さ
れ
る
実
態
が
あ
り
、
市
民

は
強
い
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　

閲
覧
手
数
料
の
改
正
や
窓
口
で

の
判
断
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
以

上
、
公
益
性
の
高
い
も
の
以
外
の

不
特
定
閲
覧
を
、
制
限
す
る
よ
う

条
例
化
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
の

考
え
は
。

生
活
文
化
部
長　

住
民
基
本
台
帳

の
閲
覧
は
、
法
に
基
づ
く
制
度
で
、

全
国
の
市
町
村
が
統
一
的
な
基
準

で
手
続
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
基
本
的
に
は
、
閲
覧
制
限

に
関
し
必
要
な
対
応
は
法
改
正
に

よ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

国
は
現
在
、
改
正
を
視
野
に
入

れ
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
10
月

に
は
結
論
が
出
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
国
の
答
申
内
容
を
精

査
し
、
他
市
の
状
況
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

前
川　

浩
子
議
員　

地
方
分
権
の

進
展
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の
政

策
決
定
に
対
す
る
責
任
が
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
職
員
の
能
力
開
発

が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
多
く
の

自
治
体
で
人
材
育
成
基
本
方
針
の

策
定
が
進
ん
で
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
進
ち

ょ
く
状
況
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
複
雑
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
オ
ー
ル
ラ

ウ
ン
ド
の
職
員
と
と
も
に
、
高
い

専
門
性
を
持
っ
た
職
員
の
配
置
も

必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
職
員
の
専

門
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

同
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
骨
子
案
を
も
と
に
、
幾
つ

か
の
具
体
的
施
策
を
盛
り
込
ん
で

い
る
状
況
で
あ
り
、
平
成
17
年
度

内
に
は
策
定
し
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長　

専
門
的
な
知
識
や
技

術
を
持
っ
た
職
員
の
育
成
も
重
要

と
認
識
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
計
画
的
な
人
事
異
動

を
基
本
に
進
め
な
が
ら
、
広
い
視

野
を
持
っ
た
専
門
性
の
あ
る
職
員

を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

池
田　

茂
二
議
員　

東
八
道
路
以

北
か
ら
多
喜
窪
通
り
ま
で
の
３
・

３
・
８
号
線
が
整
備
さ
れ
、
交
通

渋
滞
が
解
消
さ
れ
た
が
、
地
域
住

民
に
は
快
適
だ
っ
た
生
活
環
境
が

少
な
か
ら
ず
侵
さ
れ
、
騒
が
し
く

な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
同
道
路
で
既
存

の
生
活
道
路
と
の
接
続
箇
所
で
交

通
事
故
が
発
生
し
、
市
民
が
そ
の

対
策
を
求
め
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
事
故
防
止
及
び
市
民

の
不
安
解
消
の
た
め
、
こ
う
し
た

危
険
箇
所
に
信
号
機
等
を
優
先
的

に
設
置
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

環
境
安
全
部
長　

市
民
か
ら
の
要

望
は
、
警
察
や
道
路
設
置
者
に
そ

の
都
度
伝
え
る
と
と
も
に
、
必
要

な
場
合
に
は
、
文
書
に
よ
り
要
望

し
て
い
る
。

　

市
の
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、

安
全
で
快
適
に
住
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
標
の
一
つ
に
位
置
付
け
て

お
り
、
交
通
事
故
の
な
い
、
市
民

が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
と
す
る

た
め
、
警
察
や
道
路
管
理
者
と
話

し
合
い
、
改
善
に
向
け
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
。

　

市
民
相
談
に
つ
い
て

目
黒　

重
夫
議
員　

稲
城
市
の
南

山
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画

の
中
に
、
府
中
市
民
墓
地
の
建
設

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
市
か
ら
は
、
平
成
12

年
６
月
議
会
以
来
主
体
的
な
説
明

は
な
く
、
南
山
東
部
土
地
区
画
整

理
組
合
の
設
立
を
目
前
に
控
え
、

議
会
へ
何
ら
か
の
報
告
が
必
要
な

時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
南
山
東
部
土
地
区
画

整
理
事
業
の
現
状
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
墓
地
取
得
ま
で
の
市
の

意
思
決
定
は
、
慎
重
に
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

総
務
部
長　

稲
城
市
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
こ
の
ま
ま
地
権
者
の
同

意
取
得
が
順
調
に
進
め
ば
、
17
年

の
秋
頃
を
め
ど
に
都
へ
の
組
合
設

立
の
認
可
申
請
を
行
い
、
17
年
度

中
に
認
可
を
取
得
で
き
る
見
通
し

と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
長　

今
後
に
つ
い
て
は
、
墓
地

の
区
画
数
や
形
態
、
費
用
負
担
な

ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
向
を
踏

ま
え
稲
城
市
な
ど
と
協
議
を
行
う

と
と
も
に
、
議
会
と
も
よ
く
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

隆　

ミ
ワ
子
議
員　

チ
ャ
イ
ル
ド

フ
ァ
ー
ス
ト
︵
子
ど
も
優
先
︶
の

ま
ち
・
府
中
を
目
指
し
て
、
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。
①
府
中
市
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
を
真
に

実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
同

計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
、
点
検

等
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

全
庁
的
な
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、

地
域
、
市
民
参
加
の
府
中
市
次
世

代
育
成
支
援
対
策
地
域
協
議
会
等

を
設
置
す
る
考
え
は
②
出
産
育
児

一
時
金
引
上
げ
の
考
え
は
③
妊
娠

初
期
の
妊
婦
に
対
す
る
妊
婦
バ
ッ

ジ
等
の
配
布
・
普
及
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長　

①
関
係
機
関

や
団
体
、
市
民
等
で
構
成
さ
れ
た

組
織
を
、
庁
内
の
連
絡
体
制
と
と

も
に
、
平
成
17
年
度
内
に
立
ち
上

げ
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
。

生
活
文
化
部
長　

②
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
の
意
見
を
踏
ま
え

て
、
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
充

実
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

福
祉
保
健
部
長　

③
取
組
方
法
な

ど
、
他
自
治
体
の
状
況
を
調
べ
、

ま
た
、
市
民
の
意
見
を
聞
く
な
ど
、

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。　

▲府中都市計画道路3・3・8号（府中所沢線）

▲小学生・高齢者自転車競技大会から

チャイルドファースト（子ども優先）のまち・府中を目指して

　次世代育成支援対策は

地域協議会等の設置に向け

　準 備 を 進 め て い る

住民基本台帳の閲覧規制

　条 例 化 す る 考 え は

国の答申内容を精査し

　検 討 し て い く

警

察

等

と

協

議

し

　
　

検

討

し

て

い

き

た

い

自

転

車

免

許

証

の

交

付

　
　

制

度

化

な

ど

の

考

え

は

信

号

機

の

設

置

等

　
　

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
き
た
い

幹
線
道
路
と
生
活
道
路
と
の
接
続
箇
所

　
　

危

険

防

止

策

は

平

成

17

年

度

内

に

　
　

策

定

し

て

い

き

た

い

人

材

育

成

基

本

方

針

　
　

進

ち

ょ

く

状

況

は

他

市民墓地計画

　慎 重 な 対 応 を

市民の意向を踏まえ

　議会と協議し進めたい

柴
野　

和
夫
議
員　

自
転
車
は
便

利
な
乗
り
物
で
あ
る
が
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
と
、
時
に

は
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
か
ね
な
い
。

　

板
橋
区
で
は
、
区
、
警
察
署
、

自
転
車
利
用
者
等
が
相
互
に
連
携

し
た
活
動
を
行
い
、
自
転
車
の
交

通
安
全
を
推
進
す
る
た
め
、
自
転

車
安
全
利
用
条
例
を
制
定
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
こ
う
し

た
取
組
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

環
境
安
全
部
長　

本
市
に
お
い
て

も
、
自
転
車
の
安
全
利
用
推
進
の

た
め
、
市
、
警
察
、

関
係
団
体
等
が
連

携
し
た
啓
発
活
動

な
ど
を
行
う
こ
と

は
必
要
と
考
え
る

の
で
、
今
後
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

小
学
生
・

高
齢
者
自
転
車
競

技
大
会
で
は
、
参

加
し
た
小
学
生
に

自
転
車
免
許
証
を

交
付
し
て
い
る
が
、

こ
の
事
業
を
自
転
車
運
転
免
許
制

度
と
し
て
制
度
化
す
る
な
ど
、
拡

大
充
実
す
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

現
行
の
事
業
を

含
め
、
警
察
や
交
通
安
全
協
会
と

十
分
協
議
し
、
制
度
化
に
つ
い
て

研
究
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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